「市立札幌病院再整備基本構想及び次期中期経営計画策定支援業務」様式２

公募型企画競争参加資格を有する旨の申出書

令和　　年　　月　　日　　

　　（宛先）
札幌市病院事業管理者
（申出人）　　　　　　　　　　　　　　
住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　
名　　称　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者（職・氏名）印　　　　　　　　　　　　
　
「市立札幌病院再整備基本構想及び次期中期経営計画策定支援業務」公募型企画競争に参加するにあたり、事業の実施に必要な能力を有し、下記に掲げる要件をすべて満たすことを申し添えます。
記

１　以下のいずれの要件にも該当しない者であること。
　⑴　特別の理由がある場合を除くほか、契約を締結する能力を有しない者及び破産者で復権を得ない者。
　⑵　札幌市との入札及び契約等において、次のいずれかに該当すると認められる者及びその者を代理人、支配人その他の使用人又は入札代理人として使用する者（※）。
　　ア　契約の履行にあたり、故意に工事、製造その他の役務を粗雑に行い、又は物件の品質若しくは数量に関して不正の行為をした者。
　　イ　競争入札又はせり売りにおいて、その公正な執行を妨げた者又は公正な価格の成立を害し、若しくは不正の利益を得るために連合した者。
　　ウ　落札者が契約を締結すること又は落札者が契約を履行することを妨げた者。
　　エ　地方自治法第234条の２第１項の規定による監督又は検査の実施にあたり職員の職務の執行を妨げた者。
　　オ　正当な理由なく契約を履行しなかったも者。
　　カ　契約により、契約後に代価の額を確定する場合において、当該代価の請求を故意に虚偽の事実に基づき過大な額で行った者。
　　キ　上記「１⑵アからカ」の規定により競争入札に参加できないこととされている者を契約の締結又は契約の履行にあたり代理人、支配人その他の使用人として使用した者。
　⑶　審査基準日の直前１年間において、１期の決算における製造、販売、請負等の実績高がない者。
　⑷　不渡手形又は不渡小切手を発行して、銀行当座取引を停止された者で、２年を経過しない者。
　⑸　市町村税又は消費税・地方消費税を滞納している者。
　⑹　札幌市暴力団の排除の推進に関する条例（平成25年条例第６号）第２条第２号に規定する暴力団員又は同条例第７条に規定する暴力団関係事業者に該当する者。

２　次の⑴又は⑵に掲げる条件に該当しないこと。
　⑴　会社更生法による更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法による再生手続開始の申立てがなされている者（手続開始決定後の者は除く。）等、経営状況が著しく不健全な者。
　⑵　札幌市病院局競争入札参加停止等措置要領に基づく参加停止措置を受けている者。

３　事業協同組合等の組合がこの提案に参加する場合において、当該組合等の構成員が構成
員単独での提案参加を希望していないこと。
以上

